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板加熱を行いながら作製した Cr2O3 薄膜では，誘電率がバルク Cr2O3 薄膜の誘電率の報告値と同程度となり，











































ネルギーを議論するために，Meikle - john and Beanのモデル(MBモデル)による自由エネルギーの式に電気磁
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気効果に関する項を導入した．この拡張したMBモデルにRadeらによる電気磁気感受率の報告値と交換結合
エネルギーJK の実測値を代入したところ，得られたドメイン反転に必要となる磁界と電界の積:EH 積は実験か
ら得られた値とオーダーが一致し，このモデルが大きく外れていないということが示された．また，この値から
本研究で用いたCr2O3の電気磁気感受率は，Radoらによる実測での最大値の半分程度の大きさとなっていると
予想される．これらの結果から，電気磁気効果による磁化反転に必要なエネルギーを低減するためには，さらな
る薄膜化と電気磁気感受率の向上が必要となることが示された．本章の最後には，Cr2O3 薄膜を理想的なキャ
パシタと仮定して充電時間と電源から供給されるエネルギーに関しても議論し，省電力低減の可能性を示してい
る． 
第6章では，本論文の結論を述べている． 
 
以上，6章で構成される本論文では，Cr2O3 薄膜で，電気磁気効果による交換結合磁界および，磁化の反転の
確認を世界に先駆け観測した．また，保磁力の制御を行い，電気磁気効果によるゼロ磁場付近での磁化反転を確
認した．強磁性層，交換結合，反強磁性層の自由エネルギー，キャパシタンスの過渡応答を考慮し電界操作型磁
気記録実現に向けたCr2O3薄膜の応用可能性の検討を行った． 
今後の研究の中で行われるべき検討課題を明らかにしたうえで電気磁気効果を用いたデバイスの実応用への道
筋を立てた． 
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